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動物福祉＝飼育下の動物すべてに適用

•動物の愛護と管理に関する法律 ≠ 犬猫法ではない

•哺乳類、鳥類、爬虫類

•犬猫以外の動物福祉

⇒エキゾチックペット



そもそも動物福祉とは
The state of the Animals

“how an animal is coping with the conditions in which it 
lives”＝「動物の今いる状態」

エビデンスの示す良い動物福祉とは

健康、快適、栄養状態が良い、安全、本来の行動を示すことが可能、痛
み、恐怖、苦痛等の不快な状態ではない

疾患予防、獣医療、適切な飼養環境、飼養管理、栄養、苦痛のない取扱、
苦痛のないと殺

身体的および精神的ニーズを満たすこと



飼育下動物の福祉の発展

１．Animal sentience:動物の感覚・感情

動物が主体的に感じたり、受容したり、経験から学ぶ能力

２．福祉のポジティブな状態、ネガティブな状態

３．動物福祉の評価

Management-based measures（飼養環境）＋resource-
based measure（管理方法）＝animal-based measures
（動物の状態）

【全ての飼育下の動物】
伴侶動物、家庭動物、愛玩動物、産業動物、実験動物、
飼育下の野生動物（エキゾチックペット）



エキゾチックペットの福祉の問題

•エキゾチックペットの由来 野生動物

➢野生動物の生息環境 保全の問題

➢野生動物のペット利用 実態が分からずに飼育

➢野生動物の安楽死 生理習性が分からずに実施



飼育下の野生動物（エキゾチックペット）

動物園/水族館

ペットショップ

動物カフェ

飼い主

第１種動物取扱業
展示/販売/保管/競りあっせん



動物カフェ（およそ１０００軒）

•飲食物を販売する施設（飲食店を含む）に野生動物

を置いて展示、体験する新型業者

•日本独自の文化、台湾では触れ合いは禁止

•猫カフェ、犬カフェ、ウサギカフェ、ヤギカフェ、

フクロウカフェ、ハリネズミカフェetc

•野生動物を展示するカフェ

全国におよそ２００店舗（未登録もあるため、実際

の数は不明）



動物カフェの実態

•動物福祉が危機的状態

•動物の身体的/精神的ニーズを満たした施設では
ない

•収容環境

•動物の状態



動物カフェの実態

•ふれあいが多い



動物カフェの問題

•規制がない

•およそ８０種の野生動物

•カフェにいる野生動物の生理習性・生態が理解
されていない

•各種動物の適正な飼養環境、給水、給餌が理解
されていない

•行動、繁殖、ストレス、疾患について理解され
ていない

•人獣共通感染症について理解されていない

公衆衛生および動物福祉の問題



動物カフェ

•猫カフェ

•ドッグカフェ

•フクロウカフェ

•ハリネズミカフェ

•ヤギカフェ

•ウサギカフェ

•爬虫類カフェ

• etc

•犬猫カフェ約7割

•飼育下野生動物

約3割

•動物（エキゾチック）カフェ

全国約200～300件

入れ替わりが激しい

外国人観光客の多い場所

自国で触れない動物が

触れる



動物カフェ



動物カフェの実態調査



動物カフェ評価

•収容環境

•来訪者とのふれあい

•栄養と食事

•健康管理

•行動

•スコアシステム

（０、１、２）

•各動物に定量評価



動物
カフェ評価

Not at all

収容環境 Animals % Facilities %

種特異的な行動を発揮できる空間とインフラ 45 78.9 19 40.4

不適切な動物種や個体を混ぜない、種に合った社会性が提供される
収容環境か？

30 52.6 14 29.8

安全な環境で隠れ場所が十分にあるか 47 82.5 24 51.1

温度、湿度が適切か？ 29 50.9 11 23.4

怪我のない安全な場所 27 47.4 11 23.4

来訪者とのふれあい

スタッフや来訪者に無理強いされているか（触られ続ける等） 35 61.4 18 38.3

ふれあいに制限時間はあるか（ストレスや怪我の防止）  53 93.0 21 44.7

ふれあいで来訪者が動物を挑発するなどを防げているか 49 86.0 23 48.9

動物がいつでもふれあいから避けられるようになっているか 67 100 29 61.7

栄養と食事

多様な食事が提供されているか 21 36.8 12 25.5

適切な食事行動が発揮できる給餌方法か？ 10 17.5 4 8.5

適温の新鮮な水が種に見合った給水方法（流水、たまり水） 42 73.7 21 44.7

健康管理

年齢、性別、季節に見合った状態で怪我はないか 15 26.3 12 25.5

ロープ等で保定あるいは自然な行動、正常な行動が制限されていな
いか？

21 36.8 15 31.9

行動

いつでも様々な行動を示すことができるか 19 33.3 13 27.7

やりがいのある行動を発揮できるか（遊び、探索、社会化） 26 45.6 18 38.3



動物を見ないと動物福祉は
評価できない！



飼育下野生動物の福祉（一般飼い主）

➢ペットと暮らすことは、人を豊かにする

➢動物がいる方が健康寿命が長い

➢熱帯魚がいるオフィスの方が仕事効率が高い

➢ペットの有益性のデータは多い

➢野生動物のペット利用は、人と動物の両方の安全が必要

➢野生動物の習性を無視した飼育は、不適切飼養 虐待



野生動物のペット利用
（エキゾチックペット）
入手先

•ペットショップ

•イベント

•ブリーダー

•動物カフェ

ハムスター

76%

ハリネズミ

1%

フェレット

6%

モルモット

6%

リス・フクロモモン

ガ

1%

ウサギ

4%

その他のネズミ

3% デグー

1%

チンチラ

2%



野生動物のペット利用
（エキゾチックペット）
•取り扱い動物種数



飼育下野生動物の福祉を守るためには

➢ペットと暮らすことは、人を豊かにする

➢動物がいる方が健康寿命が長い

➢熱帯魚がいるオフィスの方が仕事効率が高い

➢ペットの有益性のデータは多い

➢野生動物のペット利用は、人と動物の両方の安全が必要

➢野生動物の習性を無視した飼育は、不適切飼養 虐待

20



エキゾチックペットの問題

•珍しいペットの飼育

→ホワイトリストの必要性

•野生動物のふれあい

→動物福祉と公衆衛生の問題

•野生動物との正しい付き合い方/飼養方法の啓発

→動物園の在り方



日本獣医生命科学大学の取り組み

•動物福祉学研究

➢展示野生動物の福祉の研究

➢野生動物のペット利用に関する研究

➢野生動物の不審死体に対する法獣医学的研究



ご静聴ありがとございます
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